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筆算の計算原理をとらえる指導方法の工夫

第3学年 ｢わり昇の繁井｣の指導を通して

片山 晴夫

岡山大学教育学部附属小学校

研究の要約

笹井指導の主なねらいは.繁井のアルゴリズムの習熟にあるO指導過程においては.;

計算の仕方に引き続いて雅許を暗中するのであるが,いったん繁井形式を村人すると∴

教師の側がその手順を知らせることばかりに熱心になってしまい, ｢なぜその形式で町

井すればよいか｡｣ ｢どうしてその位置へその敬を番いて計井していくのか｡｣などと…

いった館井の計井原理を子ともにとらえさせfiL､ままに,ただ機械的に碓井の計井方鹿

を覚えさせがちである｡碓井のアルゴリズムは,計井原理まで説明できてはじめて,育
熟できたと考えたい｡

そこで,本研究では,第3学年の ｢わり井の特許｣の筆井形式の導入時に焦点を当て≡

わり芽の軽罪の計井原理をわり井の計昇の仕方といかに結び付けてとらえさせればよい妻

かを授業実践を通して明らかにしていく｡

1 研究のねらい

第3学年で取り上げる1位数でわるわり

井の筆井は,被除数が何桁になっても,九

を九1回用いるわり昇に帰着させて, ｢た

てる-かける-ひく-おろす｣といった4

つの手順を換り返していくことにより商を

求めることができる計井方法である｡その

ため,この手順を知らせ,堆井ができるよ

うにと繰り返し練習させていくことにより

子どもは.蟹舞ができるようにはなる｡し

かし, ｢なぜ,そのような形式や手順で計

昇すればよいか.｣といった輩井の計井原

理をきちんと説明できないまま機械的に筆

井をしている子どもは少なくないOこれは

筆算形式を導入する前時までのわり井の仕

方が等芽の計井方法と結び付いていないか

らであると考える｡

そこで.本研究では,第3学年 ｢わり井

の筆井｣の導入時に焦点を当て,わり井の

筆昇の計算原理をわり策の計井の仕方と結

ぴつけてとらえさせるにはどのような指

導方法が有効であるかを捜糞実践を通し

て明らかにしていきたい0

2研究の内容

(1)｢わり策の笹井｣における指導の重点
これまでに子どもは,わり井について

は,わり算の意味,わり井やあまりのあ

るわり算で九九を1回用いる場合の計井
の仕方を学習してきている｡本単元では

その発展として,まず,60÷3や600ナ3

のような,商が何十 ･何百になるわり井

から取り上げ,つぎに,72÷3のような

計井の仕方を考えさせた上で,碓井形式

を帝人する｡それは,10や100を単位と

して考えれば商が1位数になるわり昇に

帰着でき.商が2位数や3位数になるわ

り井の仕組みの基礎となるだけでなく,

わりp-の笹井の計井原理をとらえる上
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で,大切な学習過程である｡しかし,こ

こで指導の際重点を旺きたいことは,

72÷3の計井の仕方と3)72 の計井の
仕方を結び付けて考えさせ.わり井の飾井

の計算の原理を子ども自らがとらえること

ができるように指導方法を工夫することで

ある｡

(2)わり井の筆井の計井原理をとらえさせる

指導方法の工夫

60÷3,72÷3などの既習のわり井の仕

方を3)72 などの輩井の仕方に結び付

けてわり丼の輩井の計井原理がとらえやす

いように次の措辞方法を工夫する.

①操作用具の吟味

や井形式導入までの60÷3,120÷3,

600÷3,72÷3の計井の仕方を考える際の

操作活動は,お金模型を使って行うように

させる｡

これにより,大きな位の数から分けてい

くようになり,筆井の仕方と結び付けて考

えやすくなる｡

②活動の工夫

72÷3の計井の仕方を考える襟のお金模

唱の操作を3)72の仕方を考える際にも

図1のようにそのまま取り込み,その操作

を赦字に温さ換えて筆井の仕方を考えるtEi

勅にする｡
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これにより,わり井の計井の仕方と

等井の仕方を結び付けて考えるように

なり,わり井の韓井の計M.原理をとら

えやすくなる｡

3 授業の実際

(1)単元名 ｢わり井の筆井｣(3年)

(2)単元目標

･ (2位敷,3位数)÷ (1位敷)
の計井の仕方をお金模型を使って考

え.その後で,同様の操作を坪井の

仕方を考える際にもしていく中で.

わり井の筆井の計井原理をとらえる

ことができる｡

I (2位敬,3位致)丁 (1位敷)

の繁井や唱井ができ,その計g_の仕

方を説明することができる｡

(3)展開

① 単元の課題をつかみ,60÷3,

600÷3,72÷3の計井の仕方を考え

る｡

キャンデーを3人で同じようにお金

を出し合って貰;)ことにしました｡

一人何rTjはらえばよいでしょうo

キャンディーの値段が分からないこ

とに気づいた子どもは.キャンディー

の値段を決めて立式して一人/Jyの代金

をikLめていくrllで,九九をそのまま使

ったのでは,両が求められない場合が

あることをとらえて, ｢60÷3,600÷

3,72十3などの計井の仕方について

考えていこう｡｣という単元の課鴇を

つかんでいった｡



汁･リし+)ナ イント

60÷3,600÷3,72÷3などの計井の仕

方を考える際に,お金模型を操作して考えさ

せるようにする｡

子どt)は,60÷3の計井の仕方をお金模型

を使って次のように考えていったC

600÷3の計井の仕方を考えるときは,育

円玉6こを3人に同じ敢ずつわけていき.
｢600は100が6つだから6÷3-2.これ

は100が2つのことだから600÷3-200｣

と考えていった｡

72÷3の計井の仕方を考える軒には,

子どもはまず,図2のように十円玉から分

け蛤めていった｡

(勤労･b;由偽物切句①

図2

次に,余った十円玉を一円玉にくずし.

12この一円玉を3人に同じ敷ずつ分けてい

き,一人分は,十円玉2こと1円玉4こに

なることから,一人分が24FT]になることを

深めていった｡

こうして,子どもが一人分の代金を24円

ずつに分けたところで,72÷3の計井の化

方を言葉と式を使って無理する活動に移っ

た ｡

子どもは,九九が使えるように10が何個.

1が何個と考え,次のように言葉と式を放

121-

｣ - __ _- - U ｣

って計井のり:方を説llJlしていったo

C:まず,十川王7こを3人に同じ
ように分けるので,

7÷3-2-1

次に,余った十H玉1こを1ITJ

王にくずして残りの2rtJと合わせ

て12日,12｢りを3人で同じように
分けるので 12÷3-4

十FTl王2こと4rJ]を合わせて

20+4-24

② 72÷3の那井の仕方を考える｡

72÷3の別井の仕方が/分かったとこ

ろで,｢先Ji,わり井も熊井できない
かなぁ｡｣と発言があり, ｢72十3の

繁升の仕方を考えよう｣とめあてを決

めて学習を進めていった｡

帖阿 軸卓
72÷3の引井の仕方を考える際のお金

模型の操作を3)72の仕方を考える

際にも耽り込み,その操作を数字に旺き

換えて,軒井の仕方を考えるfLT=I軌にす

る｡ (図1参照)

3)72 というわりq_の範W.の宙

き表し方を知った子どもに,数字の代

わりにお金僚y_を次のように慢かせた

一人分の十円玉と一円玉の数が分か

ると,次のように十Fr]玉と一円玉を促

くように指示した｡



お金模型による操作が終わったところで,

3)72 のように数字に匿き換えて鞭姉の

仕方を考えさせていった｡考え方については

その手瀬が昏き表しやすいように ｢まず｣,

｢次に｣. ｢それから｣という接続詞を川い

らせるように指示して思いた｡

子どもは.図 1のように捜作 したお金模型

と対応させながら次のように考えていった｡

~≡
7号】=1--I

≡げ 71t3号してヱあま,I/
)帥 ヱこす〕和ら柏ので
十の也 (:2とかく.

次に ′由†TIJO6こそ
ワからひいて J

r=tからIOがl〔あまる｡

'ZzDt:誌 軌 叫 10と2T"I2
12号5ニ斗TL
-のイiLこ4とかく｡

子どt)が繁井の計井手順を繰り返し説明し

てきたところで, ｢たてる｣ ｢おろす｣fJ:ど

の用語を知らせた｡子どもは.72÷3の範升

の仕方を ｢まず｣｢次に｣｢それから｣の接
耗詞をキーワー ドとして ｢おろす｣｢たてる

の用語を使って.その手根をノー トにまとめ

ていったり,換り重し説明したりしていった

また,｢なぜ十の位の上に2と青 くのか｣

という教師の問いかけに対しても多くの子ど

もから ｢10が2こあるからだ｣とか ｢70を

3でわると20がたつからだ｣というような

答えが適ってきた｡

こうして子どもは,なぜ2を十の位にたて

るるのか.なぜ6を引くのか.また,なぜ2

をおろすのかといったわり升の筆井の計井原

理をとらえて筆井の手順を理解 していった｡

@ その後の展閃く432÷3の仕方を考える)

子どt)は,432÷3の筆井の仕方を考える

市にも.まず,お金模型の百円玉から肺に

同じように3つに分けていき,操作と対応
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させながら3)432の計井の仕方を

次のように考えていった｡

:け 41テフaII
盲4位J:IT=T5
1=一書＼●う
413=J
;RI;うお引7/3

(513,ト l
巾 仙二十T:T5i812rl-ll=/

1して 2おろ(て/1 /Zこj･O -OJt/=QT=Tろ
三四/1 r碁i/44PT

4研究の成果と今後の課髄

お金模型を操作 してわり井の計井の

仕方を考えることは,大きい位の数か

らわっていくことに有効であったし,

10や100を_tfi位として両が1位数なる

わり算に冊著して考えることにも有

効であったと考えている｡また,範

井の中人の際,お金模型の操作を都井

形式にそのまま取り込み.その操作の

後で,数字に置き換えて簿井の手俄を

考えたことは,｢たてる｣｢かける｣

｢引く｣｢おろす｣の意味がお金模型

の操作と結び付き,子どもがわり井の

繁井の計井原理をとらえるのに非常に

有効であったと考えるCただ,新しい

引井方法を子どもがとらえるというこ

とで,教師の助言,指示が多くなりが

ちであった｡今後は,-T-ども自らがさ

らに追求していきやすい工夫をしてい

く必要がある｡

(平成 10年5月7日受理)


